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ビール消費量(右目盛)

来場者数

(万人) (万�)
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最近の道内産業経済動向
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●個人消費は低調
�月の大型小売店販売 (既存店) は､ 前年比▲���％と�カ月連続で前年割れ｡ 一部百

貨店で創業記念のセール効果がみられたものの､ 気温の低め推移 (中旬以降) 等による夏物
衣料品や身の回り品のマイナスが全体を下押しした｡ なお､�月は気温が高めに推移したこと
に加え､ 夏物セールの前倒し効果等から､ 総じて衣料品がプラスとなった模様｡ 乗用車販売
(�月) は､ 普通車が�カ月連続プラスとなったものの､ 全体では��カ月連続で前年割れ｡
●道内投資は住宅着工が弱含み､ 設備投資は底堅い
住宅着工戸数 (�月) は､ 持家､ 貸家､ 分譲住宅が揃って前年を下回り､ 全体では前年
比▲�	�
％ (
－�月累計：同▲���％)｡ 民間設備投資は､ 地域別にまだら模様の中､ 大
手を中心に､ 製造業 (一般機械､ 自動車部品など) で能力増強に向けた動きがみられるほ
か､ 非製造業 (物流､ 小売など) でも前向きの動きがみられる｡ ただし､�月の民間建築
物着工床面積 (非居住用) は､�カ月連続で減少｡ 公共工事請負額 (�月) は同▲����％
と減少基調で推移しており､�月もマイナスとなった模様｡
●製造業生産は概ね横ばい

�月の鉱工業生産指数 (季調済) は､ 前月比▲��％と�カ月連続で低下｡ 輸送機械
(トラック向け車体) や鉄鋼 (自動車向け特殊鋼棒鋼) などが道外需要増を背景に上昇し
たものの､ 石油製品 (定期修理に伴う稼働率低下)､ 金属製品 (通信向け鉄塔需要一服､
建築向け鉄骨の受注減等) などが低下となった｡ なお､ 前年比 (原指数) では�カ月連続
で上昇も上昇幅 (��	％) は横ばいの域に縮小｡
●観光は来道者数がやや弱含み

�月の来道者数 (除く海外からの直行便)
は､ 前年 (航空会社の新規参入に伴う他社を
含めた運賃の引下げ効果) の反動や一部航空
機の欠航等から､ 前年比▲��％と�カ月連
続で前年を下回った｡ �月の航空機による
来道者数は概ね前年並みとなった模様｡ な
お､ 東アジアを中心とする海外客は引き続
き増加｡
●雇用情勢は概ね横ばい

�月の有効求人倍率は､ ��
�倍 (常用・原
数値) と�カ月ぶりに前年を上回った (����
ポイント改善)｡ 前月比では����ポイント改
善 (����倍､ 全数・季調済)｡ なお､ 月間有
効求人数 (前年比) は減少傾向｡
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新設住宅着工戸数の推移

(資料) 国土交通省
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持家 合計

分譲住宅
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□来道者数は足元で弱含み､ 夏場以降は挽回が見込まれる

�月の ｢来道者数｣ (北海道観光連盟まと

め､ 除く海外からの直行便) は､ ウェートの

高い航空機利用客 (輸送機関別で全体の�割

強) の減少により､ �月から�ヵ月連続で前

年を下回った｡ 低価格運賃による航空会社新

規参入 (前年�月､ 新千歳－羽田線) を背景

とした､ 他社を含めた運賃引下げ効果の反動

に加え､ システム障害や機体整備遅れによる

運休 (�月) 等が相次いだためとみられる｡

�月は概ね前年並みの推移が見込まれるも

のの､ 先行きは､ 団塊世代の退職記念旅行増

や､ ｢北海道洞爺湖サミット｣ 開催決定 (来

年�月) による注目度上昇等を背景に､ 本道

への旅行需要は前年を上回ると予想される｡

なお､ ｢来道者数｣ には含まれていない海

外客 (直行便利用) は増勢持続｡ 外国人入国

者数ベース (札幌入国管理局､ 概数) でみる

と､ 春節の後ズレ (前年：�月､ 今年：�月)

から�月が前年を下回ったものの､ �～�月

累計では�	万人弱と前年を�割程度上回って

推移している｡

来道者数の推移 (年度別)

(資料) 北海道観光連盟

輸送機関別来道者数の推移 (前年比)

(資料) 北海道観光連盟

北海道の主要経済指標 (前年比伸び率､％)

年度・四半期・月 �� �� �� ����－� ��－�	 ����－
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大 型 小 売 店 販 売 額
うち百貨店
うちスーパー

乗用車販売 (含む軽)
うち軽乗用車販売
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新 設 住 宅 着 工 戸 数
う ち 持 家
う ち 貸 家
う ち 分 譲

前払保証工事請負額
民間建築物着工床面積(非居住用)
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来 道 者 数
外 国 人 入 国 者 数
有効求人倍率・常用(倍)
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(資料) 各種公表資料､ ヒアリングによる
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合計

ＪＲ

フェリー
航空機

(伸び率､％)

月

▲

(万人)
有珠山噴火(��年
月)
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年度

▲

愛知万博(��年
～�月)
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 シリーズ

｢抗生物質無添加｣ の徹底に加え､ 詳細な生
産履歴を独自に公開
当社は､ 肉用牛の哺育育成 (素

もと

牛
うし

生産) 牧場｡
�����頭の飼養規模 (��％がホルスタイン､ ��

％がＦ�・交雑種) を有し､ 素牛の年間出荷頭
数は約�����頭に上る｡ 全頭が町内の肥育牧場
向けであり､ 約半数にあたる�����頭が㈲大野
ファーム､ �����頭が関連会社・㈲	
オークリー
フファーム (肥育部門として����年設立) に供
給されている｡ 徹底してこだわっているのが餌
の安全性だ｡ 子牛仕入れ後に約�カ月間与える
ミルクも含め､ 抗生物質無添加､ かつ､ �－
���(非遺伝子組換え) の原料を使用した飼
料を､ ����年以降段階的に導入｡ 当時､ 製造さ
れていなかった､ 生後�カ月未満の子牛向けの
抗生物質無添加飼料についても､ メーカーとの
交渉を重ね､�年がかりで特注による調達実現
にこぎつけた｡ また､ 生産者主導で透明性の高
いトレーサビリティーを確立している点も大き
な特徴だ｡ 国内で生まれた牛は､ 全頭に ｢個体
識別番号｣ (耳に黄色いタグ) が付けられ､ 畜産
関連団体のホームページ上で､ 個々の生産履歴を
検索することができる (情報項目が限定されてい
るケースが多い)｡ これに加え当社では､ 与えた
飼料や投薬履歴など､ より詳細な情報を独自に公
開している (当社ホームページ上で検索可能)｡

｢安全｣ は ｢コスト｣ に優先
多頭飼育する上で､ 抗生物質を含む飼料の使
用は､ 罹

り

患
かん

割合が低下するなど効率面でのメリッ
トが大きい｡ 一方､ 抗生物質を含まない場合は､
健康管理面やコスト面でデメリットになる｡ 実
際､ 当社では､ 後者飼料の導入に伴い､ 年間で

約�千万円に上るコストアップ要因になったが､
｢安全はコストに代えられない｣ という柏葉社
長の強い信念は､ 決して揺らぐことがなかった｡

ファームイン事業をきっかけに､ 効率追求か
ら消費者重視の安全性追求へ
柏葉社長が家業を継いで就農したのは����年｡
実は､ 当初は効率・利益を第一に追求し､ 抗生
物質を含む配合飼料を使用していたが､ ファー
ムインのためのログハウス建設 (����年) が大
きな転機になったという｡ 宿泊客である消費者

� ����� 調査ニュース ������･�

消費者利益を第一に､ 地域内の連携で安全・安心の肉牛生産に取り組む
ＢＳＥ問題の発生や様々な表示偽装の発覚などを背景に､ 食の安心・安全に対する消費者の

関心が急速に高まっている｡ こうした中､ 一次産品の生産者側では､ 出荷先や消費者の信用・
信頼を高めるための様々な動きがみられる｡ 今回は､ 与える餌の安全性や生産履歴の透明性に
こだわり､ 地域内での連携により健康で安心な肉牛生産に取り組む､ 芽室町の農業生産法人､
㈲オークリーフ牧場と㈲大野ファームの�社を紹介する｡

～農業生産法人 ㈲オークリーフ牧場～

���

清潔でゆったりとした牛舎
(オークリーフ牧場)



と直に会話する機会が増えたことに伴い､ 消費
者が農業に求めているものを肌で感じ､ それま
でのやり方に大きな疑問を抱くようになったの
だ｡ そして､ ｢農業人として､ 消費者の利益に
なることは何か｣ と考えた結論が､ ｢健康に育
てた安全性の高い牛を消費者に届けること｣ だっ
た｡ 以降､ 経営方針を大きく転換｡ 哺育育成・
肥育のそれぞれの段階で安全性にこだわった牛
を育てることは､ 消費者の利益につながり､ ま
た､ 肉に付加価値がつくことで､ 結果的に利益
として生産者に還元されることを実感してきた｡
こうした中､ ����年のＢＳＥ問題発生は､ 自分
の方向性が正しかったことを再確認でき､ 安全
性への思いをさらに強固にした大きな出来事で
あった｡ ｢安心・安全な農畜産物の提供こそが
“農業者”の使命｣｡ と柏葉社長は熱く語る｡

歴史的建造物を生かした地域活性化にも取り組む
現在､ 地元農家ら数人とともに､ 町民に親し
まれている歴史的建造物を利用したレストラン
も計画中だ｡ 移転により空き施設となる ｢レン

ガ造り倉庫 (ＪＡ所有)｣ を有効活用し､ まち
の活性化を図りたい｣ という思いからだ｡ 牛肉
や野菜など地場産食材を使った料理の提供を想
定しており､ 来春のオープンを目指し､ 関係者
とも調整を進めている｡

～農業生産法人 ㈲大野ファーム～

素牛はオークリーフ牧場から調達
当社は肉牛の肥育牧場｡ 調達した素牛を�歳
程度まで肥育した後に､ 農産物商社向けに出荷
(販売) している｡ 飼養規模は約�����頭で､ う
ち�割がホルスタイン､�割がＦ�(交雑種)｡
元々は畑作主体の農家だったが､ 肉用牛の肥育
は��	
年頃からスタートし､ 大野社長就農の�

年後 (��	�年) 頃から本格的に取り組むように
なった｡ 現在では売上げの約�割を肉牛が占める｡
当社が調達しているのは､ 殆どがオークリーフ牧
場で哺育育成された素牛(生後�～�カ月)だ｡

地域内循環農業を実践､ 良質な土づくりにも注力
当社では､ 堆肥を自家草地や畑に撒き､ 余剰
堆肥は近隣麦作農家の麦わらと交換するなど､
畑作を主体にしていた先代から ｢地域内資源循
環｣ を継続して実践している｡ 肉牛肥育にあたっ
てもその考えを貫いたものであり､ 加えて､ 柏
葉社長の経営理念に賛同できたことも調達元決
定の大きな要因となった｡ オークリーフ牧場か
らリレーされた健康な素牛に与える粗飼料には､

干牧草､ 麦わら (不足分は地元調達) を利用｡
配合飼料は引き続き安全性に配慮され､ ＮＯＮ－
ＧＭＯ (非遺伝子組換え)､ かつ､ ポストハー
ベスト (収穫後農薬) のない原料が使用されて
いる｡ また､ 牧草等の質を高めるために､ 適正
な施肥・ミネラル分を補ってのバランス調整な
ど良質な土づくりにも注力｡ これは､ 大野社長
が研修先のオーストラリア (��	�年に半年間滞
在) で､ ある農業コンサルタントに出会ったこ
とをきっかけに､ 土がいかに重要かを実感した
からだ｡ 帰国後､ 土づくりの研究グループ
｢ＳＲＵ (ソイル・リサーチ・ユニオン)｣ の立
上げ (����年) に関わった以降も､ ｢科学的な
土壌分析により土を健康な状態にする考え方｣
に基づいた実践を継続している｡

出荷牛の肉は独自ブランドで道内外に流通
当社で肥育する牛は､頭毎に投薬・治療履

歴が管理されており､ 必要に応じてその内容を
公開｡ また､ オークリーフ牧場と同様に､ 投薬
情報等を含む詳細な飼育履歴は自社ホームペー

����� 調査ニュース ������･� �

【会社概要】

本 社 河西郡芽室町平和西��線��

�����－	�－
���

������－	�－����

設 立 ����年�月

資本金 �����万円

代表者 柏葉 晴良

従業員 �	人 (パート含む)

事業内容 素牛の育成販売､ 養鶏及び鶏卵の

生産販売､その他附帯事業

関連会社 ㈲ＨＡオークリーフファーム (肉牛の肥育)

ＵＲＬ ��������������������



ジ上で検索可能となっている｡ こうした消費
者の安心・信頼を最優先した取組みにより､
当社出荷牛の肉は､ ｢未来めむろうし｣ ｢みら
い牛
ぎゅう

｣ の独自ブランドを冠して､ 道内 (Ａコー
プ道東､ 道北ラルズ､ ポスフール等) のほか､
遠くは四国の大手スーパーでも販売されてお
り､ 需要は順調な伸びを見せている｡

当面の目標は ｢穀物類など飼料の自家調達
率をさらに高めること｣､ と大野社長｡“顔の
見える”肉牛肥育を貫き､ 安全性と透明性を
追求する姿勢に揺るぎはない｡

｢未来日記プロジェクト｣ と ｢ＴＡＣＳ
タ ク ス

｣
オークリーフ牧場と大野ファームは､ 牧場同士の連携を通し､ 安全・安心の浸透と地域振興

にも注力中だ｡ 例えば､ ｢未来日記プロジェクト｣ への参加｡ これは､ ｢消費者の健康を第一に､
健康な牛の安心できる牛肉を消費者に届ける｣ という理念に賛同した牧場同士が連携し､ 広く
外に向かってアピールすべく､ ����年に立ち上げられたもの｡ ホームページも開設されており､
メンバーの経歴紹介のほか､ 子牛�頭について､ 哺育育成 (オークリーフ牧場) から肥育・出
荷 (大野ファーム) までの､ 約�年半にわたる実際の成長過程・情報が詳細に紹介されている｡
また､ 両社は､ これまでに蓄積した経営ノウハウの共有を図り､ 地域の産業振興に寄与するこ
とを目的に設立 (��年�月) された ｢ＴＡＣＳ (十勝農業法人組織｡ 十勝地域に点在する�農
業生産法人のオーナーを中心に��数人で構成)｣ のメンバーにもなっており､ 経営形態の枠を越
えた連携にも積極的に取り組んでいる｡

地域内の連携を通し､ 安全・安心な牛肉の安定供給に注力する両社｡ こうした共通の理念を
持って肉牛生産に取り組む姿勢の輪が､ 今後さらに広がっていくことを期待したい｡

(参考) 上記�社における肉牛生産の流れ

酪農家 ⇒オークリーフ牧場 ⇒大野ファーム ⇒商社等 (と畜) ⇒店頭
繁殖 (子牛誕生) ⇒哺育育成 (→素牛) ⇒ 肥育 ⇒ 出荷 ⇒流通
(誕生～生後�ヵ月未満) (～	､
ヵ月) (～�歳前後)

(黒瀧 隆司)
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【会社概要】

本 社 河西郡芽室町祥栄北�－��

��	

－��－�	
�

���	

－��－����

設 立 	���年�月

資本金 
��万円

代表者 大野 泰裕

従業員 �人 (パート含む)

事業内容 肉牛の肥育販売､ 農作物の生産販売､

その他附帯事業

ＵＲＬ �����������������������食欲旺盛な肥育牛
(大野ファーム)

■



�������� シリーズ②

環境をビジネスの観点からみると､ 道内の市場規模は����年実績で�兆円強､ 全国シェアは���

％ (北海道経済産業局試算)｡ 環境ビジネスの中身は､ 建築リフォーム､ 中古品流通､ 廃棄物処理
等が大半を占めており､ 製造分野が少ないのが道内の特徴｡ 特に､ ｢環境関連装置製造｣ では､ ���

億円､ 全国の���％ (��年) にとどまる｡ しかし､ 最近は道内でも環境に関する機器や装置の製造
を手掛ける企業が増加してきた｡ 今回は､ 道内環境関連装置メーカーの中から､ 自社開発の廃油
利用ストーブや廃油・廃プラ油化還元装置などが好評を得ている丸大和光㈱について紹介する｡

丸大和光㈱は､ 各種ポリエチレン袋の製造販
売､ 紙製品や洗剤など日用雑貨品の販売､ 産業
機械の開発を事業の	本柱としている｡ 最近は
中国製品との競合､ 原材料価格高騰などからポ
リ袋事業が低迷していることもあり､ 徐々に環
境関連機器・装置の製造分野に力点を移してき
た｡ これまでに手がけたのは廃油ろ過装置､ 災
害用移動給水システムなど｡ 各種機器・装置や
試作機の受注生産を基本としているが､ 昨年販
売を開始した廃油利用ストーブのようにヒット
商品も出ている｡ また､ 高品質の再生油を安定
的に生成可能な廃油・廃プラ油化還元装置を開
発､ 今後の販売に力を入れる構えだ｡

コスト減とクリーン度で人気の廃油ストーブ
独自の工夫を盛り込み､ 開発した廃油ガス化
燃焼ストーブ ｢北の炎

えん

渦
か

｣ は､ 昨年��月に販売
開始後､ 全国で累計���台以上を販売した｡ 好
評となった要因には､ ①自社内廃油利用による
コスト削減効果 (年間�
万円程度) が大きい､
②�����濃度 (排ガス中の二酸化炭素に対す
る一酸化炭素の割合) が､ 石油ストーブの���

規格 (�����％) に対し���������％ (工業試験
場の計測) と大幅に低く､ ｢排ガスクリーン度｣
が高いことなどが挙げられる｡ クリーン度の高
さは､ 廃油をガス化し､ 強制的にストーブ内で
循環させ､ 完全燃焼に限りなく近く燃焼させる
点に独自の工夫 (特許出願中) を盛り込み実現
させた｡ 自社製ビニールハウスの暖房用燃料と
して廃油を利用､ 燃焼方法を改善してきたこと
が､ 新製品開発につながった形｡ ユーザーは自
社内で廃油が多く発生する製造業や農業を始め
多様な業種に広がっている｡ 燃焼効率の良さか
ら有害物質 (��､��ｘなど) の発生を抑制す
るという点で環境保全への貢献度も高く､ 今後
一層評価が高まりそうだ｡

小型・高性能な廃油・廃プラ油化装置を開発
今､ 最も力を入れようとしているのは､ 自社
開発した廃油・廃プラスチック油化還元装置の
販売｡ この装置は､ 廃油・廃プラを加熱してガ
ス化し､ 触媒と接触させ､ 高品質の再生油 (ガ
ソリン､ 軽・灯油､ 重油相当) を生成する仕組
み｡ こうした油化装置は､ 廃油・廃プラ焼却処
理コスト､ 燃料コスト両面の削減につながるた
め､ 廃油・廃プラの大量排出企業や自治体等を
中心に､ 需要が拡大中｡ 特に､ 安価で処理効率
の高い小型装置が望まれていたものだ｡
当社製品は､ ①加熱式連続投入装置や撹拌装
置等の採用により処理効率が高い､ ②石油精製
技術専門家 (当社顧問) のノウハウを活用し､
触媒に高品質再生油の生成が可能なシリカアル
ミナ系を採用､ ③顧客の処理量に応じた規模の
装置を生産､ などの特徴を持ち､ 大手メーカー
製大型装置との差別化が図られている｡ 将来的
には､ 漁網､ 浮きなど各種プラスチック製品の
廃棄が問題化している漁場での利用が有望とみ
られているほか､ 台湾からも引き合いがあるな
ど､ 国内外からの関心が高まっている｡

(松本 則栄)
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廃油・廃プラから､ 高品質の再生油を生成
～道内環境関連装置メーカー・丸大和光㈱～

■

丸大和光社製の廃油・廃プラ油化還元装置
(連続式ＴＭ－��Ｒ)
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